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前野 恭子 (日猷蓄大 ･獣医 ･野生励物)
野生ニホンザル群の栄養状態を評価をする手段
として､本研究では,摂取 した蛋白質の柑珪とな
る巽中室素濃度に着目した.使用した群は,餌と
しての農作物に対する依存度が異なると考えられ
た 2群を用い.それらの群からランダムサンプリ
ングした糞の窒素浪度をケルダール法により測定
した｡また,飼育下のニホンザルの試故では.節
回､糞中窒素浪度から餌の宴東濃度 (以下､摂取
窒素濃度)を推定することが可能であると示唆さ
れたが､摂取成推濃度による未申窒素浪皮の滋轡
を補正するために今回は巽中の酸性ディタ-ジェ
ン ト綴推濃度 (以下､ADF)VanSoestらの方
法により測定 した｡
野生群の実験では,神奈川県に生息する丹沢群
と段作物への依存度がより高い箱根群の共中空来
港度を池定 したが.季節および2群の平均伐の問
に有意差は見られなかった (P>0.05).また､
飼育下の試験では,糞中ADFによる消化率から補
正を行い､推定の摂取窒素濃度をもとめが､実際
の摂取窒素沸庇との相関係数と､前回行った式中
窒素浪皮と摂取窒素濃度との相即係枚との間に有
意差見られなかった (P>0.01).したがって､
ニホンザルにおいての摂取室累浪皮の推定は,未
申車乗浪皮のみでも可能であるということが示唆
された｡
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